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美郷町

美郷町国民健康保険西郷病院経営強化プラン

令和６年度　～　令和９年度

病院名 美郷町国民健康保険西郷病院

所在地 宮崎県東臼杵郡美郷町西郷田代２９番地

病床数 ２９床（うち一般病床２９床）

診療科目 内科、整形外科、放射線科、リハビリテーション科

点検 院内で実施

評価 美郷町国民健康保険運営協議会で実施

公表 美郷町ホームページで公表

数値実績、点検結果・
評価の内容

別紙のとおり

その他特記事項

はじめに

　総務省より令和４年３月に「持続可能な地域医療提供体制を確保するためのガイドラ
イン」が通知されたことにより、美郷町国民健康保険西郷病院経営強化プランを令和５
年度に策定いたしました。これにより、病院機能の見直しや、病院事業の経営の改革に
取り組み、そのプランを住民に対して速やかに公表するとともに、自己点検を行ない、
有識者や地域住民の参加を得て設置した評価委員会において評価、見直し等をするなど
して、客観性を確保することとしております。
 今回は、令和６年度の決算並びに令和７年度の進捗状況を踏まえ、経営強化プランの点
検と評価を行ったことから、その結果を報告いたします。

美郷町国民健康保険西郷病院経営強化プラン概要
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点検・評価・公表の体
制

公立病院として今後果たす
べき役割（概要）

　民間医療機関の進出が困難なへき地不採算地区におい
て、救急医療を含む地域住民に必要な医療を提供すると
ともに、政策医療機関として、町が企画する健康づくり
事業の支援主体となり地域包括ケアの推進を担い、町内
外近隣の医療機関との協力・連携により地域住民の医療
と健康保持増進に貢献する。また、町内唯一の病院とし
て２次救急医療を提供できる体制を維持する。
　令和２年度から見直し導入を図った新たな医療提供体
制のもとに入院機能、救急機能の集約化と一元化を行
い、集中した診療体制の構築と持続可能な医療提供体制
の実現に寄与した。
　町内の三つの医療機関の連携と診療体制のバランスを
図りながら、へき地における中核的な医療機関としての
役割を担った。

対象期間

病
院
の
現
状

団体名

プランの名称

策定日 令和６年３月



１）経営指標に係る数値目標
※数値は「令和6年度地方公営企業決算状況調査（総務省）」による

①経常収支比率（％）
R05年度

実績 目標 実績 増減 達成率

98.9 100.0 96.3 △3.7 96.3 
概ね達成した。
全国類似病院平均値（95.6％）に近い数値を維持してい
る。

※経常収益（医業収益＋医業外収益）÷経常費用（医業費用＋医業外費用）×100

　　⇒　679,770千円÷706,191千円×100

②医業収支比率（％）
R05年度

実績 目標 実績 増減 達成率

68.9 75.0 65.5 △9.5 87.4 
概ね達成した。
全国類似病院平均値（63.6％）に近い数値を維持してい
る。

※医業収益÷医業費用×100

　　⇒　449,382千円÷685,747千円×100

③職員給与比率（％）
R05年度

実績 目標 実績 増減 達成率

87.4 86.0 91.5 5.5 94.0 
概ね達成したが増加傾向にある。
全国類似病院平均値（89.7％）に近い数値を示してい
る。

※職員給与費÷医業収益×100

　　⇒　411,096千円÷449,382千円×100

④病床利用率（％）
R05年度

実績 目標 実績 増減 達成率

56.6 70.0 62.3 △7.7 89.0 
概ね達成した。
全国類似病院平均値（57.1％）に近い数値を維持してい
る。

※年延入院患者数÷年延病床数×100

　　⇒　6,594人÷10,585床（29床×365日）×100

⑤医療材料比率（％）
R05年度

実績 目標 実績 増減 達成率

18.5 20.0 20.9 0.9 95.5 
概ね達成したが増加傾向にある。
全国類似病院平均値（16.0％）は上回っている。

※医療材料費÷医業収益×100

　　⇒　94,137千円÷449,382千円×100

R06年度
摘要・未達成の理由等

R06年度
摘要・未達成の理由等

R06年度
摘要・未達成の理由等

R06年度
摘要・未達成の理由等

R06年度
摘要・未達成の理由等



２）具体的な取組み内容に係る点検・評価
※◎実施済み・成果あり、○進行中・一部成果あり、△未実施・成果なし

点検 評価

地域医療構想等を踏まえた当院
の果たすべき役割・機能

・日向入郷圏域における公立病院としての
機能と役割を果たすべく急性期一般病床の
運営を継続して実施した。
・入院機能、救急機能の集約に伴う受け入
れ体制を維持し十分にその役目を果たし
た。

◎

地域包括ケアシステムにおいて
当院が果たすべき役割・機能
（地域包括ケアシステムの推
進）

・行政、社会福祉団体等との連携を図り地
域の高齢者が安心して生活し医療、福祉、
介護を享受できる環境づくりに取り組ん
だ。

○

地域包括ケアシステムにおいて
当院が果たすべき役割・機能
（在宅医療、在宅療養、訪問診
療、訪問看護、訪問リハビリ
テーションの充実）

・訪問看護については需要に応じて対応を
行うなど積極的な関与を継続して実施し
た。
・訪問リハビリでは新規対象患者の訪問を
開始するなど内容の充実に努めた。

○

地域包括ケアシステムにおいて
当院が果たすべき役割・機能
（行政等関係機関との連携、健
診等の受診率向上、疾病予防対
策）

・サービス調整会議、ケアカンファ、連絡
調整会議など各種団体との連携を強化し
た。

○

機能分化と連携強化

・町内の診療所（南郷診療所、北郷診療
所）との連携により転送、転院、救急の受
け入れなどについて十分な対応を行った。
・近隣の基幹病院との連携を強化し転院搬
送やドクターカー、ドクターヘリなどの要
請にも遺漏なく対応することができた。

◎

医療の質や機能、連携の強化等
に係る数値目標

・医療機能や連携強化に係る数値目標に対
し現在進行中で取り組みを行っている。

○

一般会計負担の考え方

・総務省が示す基本的な考え方に基づき繰
り入れを行っている。
・必要額の決定については財政当局と協議
しながら適宜対応している。

○

住民の理解のための取り組み
・広報誌に毎月医療に関する記事を掲載し
住民向けの情報発信（医療に関する知識や
情報）を積極的に実施した。

◎

項目

役
割
・
機
能
の
最
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化
と
連
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の
強
化



※◎実施済み・成果あり、○進行中・一部成果あり、△未実施・成果なし

点検 評価

医師・看護師等の確保

・県医師確保推進対策協議会、県へき地医
療支援機構など各種団体との連携を図り事
業の活用などを行った。
・看護師等の確保について継続して募集活
動などを展開した。

○

臨床研修医の受け入れを通じた
若手医師の確保

・地域医療を志望する若手医師の研修場所
として受け入れを強化、臨床研修の受け入
れについても実施した。(3病院4名の受入)

◎

医師の働き方改革への対応

・シフト管理を確実に行うことで業務の平
準化に取り組んだ。
・大学等との連携により非常勤医師の確保
に努め常勤医師の過重労働の軽減に努め
た。

◎

人員配置計画の見直し及び人事
方針の統制と体制強化

・人事評価制度の運用、メンタルヘルス対
策などを実践し適正な人員配置に努めた。

○

※◎実施済み・成果あり、○進行中・一部成果あり、△未実施・成果なし

点検 評価

新興感染症における平時からの
取り組み

・感染対策委員会を中心として毎月のカン
ファレンス、委員会報告を通じて感染対策
に取り組んでいる。
・COVID-19の経験値を基にBCPの重要性を認
識するための取り組みを継続している。

◎

新興感染症における感染拡大時
の取り組み

・院内ゾーニングの実施や面会における制
約の設定など、感染対策に適宜対応できる
よう体制づくりを強化した。

○

連携医療機関との役割分担
・非常時に備え、第二種感染指定医療機関
等との連携と役割分担について確認してい
る。

○
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※◎実施済み・成果あり、○進行中・一部成果あり、△未実施・成果なし

点検 評価

施設・設備の適正管理と整備費
の抑制

・医療機器の更新において、各部署の聞き
取りなどを通じプランに沿った更新計画を
作成している。

○

デジタル化への対応

・マイナンバーカードの利用促進に向け院
内掲示物の更新や専用レーンの設置などを
行い利用環境の充実を図った。
・電子カルテの適正な利用を図るため適正
な保守業務と運用指針の確認を行った。
・電子処方箋の導入を行った。

◎

※◎実施済み・成果あり、○進行中・一部成果あり、△未実施・成果なし

点検 評価

経営指標に係る数値目標

・総務省の示すガイドラインに基づき主要
指標についての設定を行い経営を継続し
た。
・財務省所管の実地監査において数値目
標、収支計画について指摘を受けた。

△

計画期間中の収支計画

・診療報酬の改定に伴う収支計画の見直
し、社会的変容に伴う経費、人件費の増嵩
に対して適宜、計画の進捗を管理し適正な
収支バランスの維持を目指した。
・財務省所管の実地監査において数値目
標、収支計画について指摘を受けた

△

収入確保に係る取り組み等

・診療報酬改定における加算の取り組みに
ついて積極的な導入を行い収益確保に向け
た取り組みを継続した。（生活習慣病管理
指導料、医療DX加算、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾃﾞｰﾀ提出
加算、外来データ提出加算、ベースアップ
評価料等）

○

経費削減に係る取り組み等

・人件費、材料費の削減対策についてプラ
ンに基づき削減策や抑止対策をとったが、
人件費の増嵩や材料費の高騰など社会的動
向の変容により影響を受けた。

△

※◎実施済み・成果あり、○進行中・一部成果あり、△未実施・成果なし

点検 評価

経
営
形
態
の

見
直
し

地方公営企業法一部適用の継続

・経営形態については現状を維持し、地方
公営企業法の一部適用を受けている。
・引き続き「公共性」と「経済性」の二面
性を念頭に経営を行っていく。

○
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